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を行った。さらに、4 層 3 スパンの鋼構造建物の時刻歴応答解析を行い、降伏モードの
分類が適用できることを検証した。 






氏 名 王  彦 棟 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、鋼構造建物の柱梁接合部パネルの挙動を解明し、柱・梁・接合部パネル
の中で大地震時におもに塑性化する部位を把握するための手法を提案したものであ
り、得られた主な成果は次のとおりである。 
１） 冷間成形角形鋼管柱とＨ形鋼梁から成る立体十字形部分架構を対象とした実験
と有限要素解析によって、水平力の載荷方向が構面に対して 45 度方向で、パネルア
スペクト比（柱断面外径に対するパネルの長さの比）が大きい場合に、最も溶接部の
歪が大きく、早期破断の可能性が高いことを示した。また、アスペクト比が大きくな
ると、パネル上下端の曲げモーメントが卓越するため、パネルの全塑性耐力が低下す
る傾向を明らかにした。 
２） 上記１）と同様の立体十字形部分架構にコンクリート床スラブを付した試験体
に対して載荷実験と数値解析を実施し、試験体の弾塑性挙動や降伏モード、接合部パ
ネルの繰返し塑性変形能力が、床スラブの有無や載荷方向の違いによって変化するこ
とを明らかにした。また、床スラブによるパネル全塑性耐力増加量の算定法を提案し、
有限要素解析によるパラメトリックスタディによって算定式に含まれる未定の変数
を決定した。 
３） 冷間成形角形鋼管柱とＨ形鋼梁から成る平面十字形部分架構に対して、柱・接
合部パネルの軸力の有無、パネルアスペクト比をパラメータとした繰返し載荷実験と
数値解析を行い、パネルの弾塑性挙動に与える軸力の影響を明らかにした。また、柱・
梁・パネルの３つの要素のうち、おもに塑性化する部位を判定するため、塑性化後の
歪硬化による耐力の増大を考慮した降伏モード判定法を提案し、実験結果や数値解析
結果との比較を通じて妥当性を確認した。 
 以上の知見は、柱梁接合部パネルの挙動を考慮することで、現行設計法よりも耐震
性能を高め、合理的な部材断面選定が可能となる新しい鋼構造建物の耐震設計の提案
につながる成果である。 
 本論文は、鋼構造建物の耐震安全性を確保するための重要な知見を与えており、学術
上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文と
して価値あるものと認める。また、令和２年１月１７日、論文内容とそれに関連した事
項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確
認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
